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「人口急増地域の持続的な流域水政策シナリオ 

－モンスーン・アジア地域等における地球規模水循環変動への対応戦略－」 

 

1.研究実施の概要 

モンスーン・アジア地域等における水問題改善のための水政策シナリオの提言をめざし、

平成16年度には、人口・気候の変動要因が水問題に及ぼす影響、洪水・水不足・水質など

典型的な水問題を抱える８河川流域を対象に、方法論を含めてその実態の把握と分析を行

った。 

 外力変動の評価として、急激な人口変動の影響を把握するために、先行事例として昭和

３０年代からのわが国の首都圏人口急増、給水需要増に伴う利根川からの取水増とダム等

の開発水量の増加を定量的に評価した。気候モデルによる水文量変動の評価では、1986-

95年の降水量データを用いて陸面・河川モデルの検証を行い、現モデルによるメコン河等

の流量の算定例を示した。 

水政策シナリオの作成のために、洪水問題が中心となる河川流域を対象として、長江、

メコン河、チャオプラヤ川、ブランタス川において、洪水防御政策や管理体制の実態調査

とその整理を行い、独自の制度の評価と他国への適用性、人口増や都市化による新たな洪

水管理、水･エネルギー開発、環境管理の必要性、地域治水対策から流域全体洪水対策、

土砂生産・堆積の背景と改善のための手法の構成について検討した。 

水不足問題が中心となる河川流域を対象として、アラル海流入河川、ユーフラテス川に

おいて塩類集積被害灌漑農地での水管理の実態調査、流域全般の水需給、水環境、将来動

向の評価を進めると共に、科学的知見での国際水問題の改善をめざし、流域国間の協調の

方策を模索した。 

水質問題が中心となる河川流域を対象として、ガンジス川支川、ベトナムの都市域河川

において排水系・水質実態、塩水対策、農水･都市用水開発、水質悪循環について詳細な

実態調査を実施した。 

 以上の検討に加え、より適切な流域水管理をめざして、水文事象、需要、社会経済、イ

ンフラ、地域調整、環境などに関する手法・指標をもとに、経験情報、参照情報を再編し

て、アジアの河川流域に適用可能なツールボックスを開発するための準備を始めている。 

 



2.研究実施内容 

［研究目的］ 

急激な人口増加と開発に伴う深刻な水問題が顕在化しているモンスーン・アジア地域アジ

ア途上国の水問題解決をめざす。そのために、湿潤地帯から乾燥地帯にわたるアジア地域

を対象に異なる典型的な水問題を抱える８河川流域を選び、それぞれの流域での水問題の

実態を構造的に把握・分析して、問題解決のための政策シナリオを提言する。また、統合

的水資源管理を実現するためのアジア版総合的ツールボックスを提示する。 

［方法］ 

A． 外力変動の評価 

   （A-1）人口変動に起因する変動外力の評価 

   （A-2）気候モデルによる気候変動外力の評価 

B．水政策シナリオの作成   

   （B-1）洪水問題が主な河川流域での水政策シナリオの作成 

   （B-2）水不足問題が主な河川流域での水政策シナリオの作成 

   （B-3）水質問題が主な河川流域での水政策シナリオの作成  

C． アジア地域における水管理のためのツールボックスの開発 

   （C-1）わが国河川流域の水政策の歴史的経緯およびその評価と対比 

   （C-2）ツールボックスの開発と水管理の支援手法 

［成果］  

 外力変動の評価をめざして、まず急激な人口変動の影響を把握するために、先行事例と

してわが国の首都圏河川流域を対象に人口増加外力～応答関係についての構造的分析によ

り「応答システム」の解明を試みた。人口増加にともなう水道用水確保の事例から、首都

圏の昭和３０年代からの人口急増に対応して利根川からの給水を受ける人口が急増し、同

時期に利根川からの取水量実績も急増して、相当程度がダムなどによる新規の水開発に依

存していたことが確認された。気

候モデルによる水文量変動の評価

では、1986-95年の降水量データ

を用いて陸面・河川モデルの検証

を行い、現モデルによるメコン河

等の研究対象河川流量の算定を試

みた。今後はモデルの精密化を行

い、温暖化の影響を考慮していく。 

水政策シナリオの作成のために、

洪水問題が中心となる河川流域を

対象として、長江では洪水防御政

策および管理体制の実態調査と整

理を行った。洪水調節機能が大幅
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図－１ ブランタス川流域の土砂問題 



表－１ 灌漑農地における二次的塩類集積の防止対策案 
 

・同一灌漑ブロックでの水稲作と畑作の混作を避ける 

・灌漑効率の改善（搬送損失，圃場水適用損失の削減） 

  ⇒水路舗装の導入 

  ⇒水路建設時の締固め作業の徹底（破砕転圧工法の採用） 

  ⇒綿密な水理制御を可能ならしめる水路施設の整備・修復 

  ⇒圃場均平度の改善 

  ⇒農民の水に対する価値観の修正と適正な水価の導入 

・Water logging防止のための水路沿い，圃場周辺への植林 

・塩性土壌層を有する圃場での湛水状態（水稲作）は避ける 

・排水システムの機能を確保するための浚渫等維持管理 

・排水末端（蒸発池）の管理を通した地下水位のコントロール

----------------------------------------------------------------------------------
※取水・排水の流域レベルでの管理（水量，水質） 

 ⇒流域関係国との取水・排水に関する国際水利協定の締結 

に低下している洞庭湖周辺では、1998年の大洪水を契機に湖を回復保全する政策が実施さ

れているが、この中国独自の制度の評価と他国への適用性について研究を進めている。メ

コン河では国際河川としての認識のもと、人口増や都市化による新たな洪水管理、水･エ

ネルギー開発、環境管理の必要検討項目について考察した。特に重要項目として、Tonle 

Sap湖や氾濫原での洪水ピーク流量逓減効果の定量化、人口増加を抱えるそれらの地域の

役割評価、危機管理や不確実性に伴う意思決定・判断支援システムの構築、メコン河委員

会の機能強化などが抽出された。チャオプラヤ川バンコク首都圏域においては、グリーン

ベルト堤防による外水の浸入の遮断と、流域内からチャオプラヤ川の排水ポンプにより大

きな効果を得たが、その後、チャオプラヤ川上・中流域の開発、発展により首都圏域の治

水対策はチャオプラヤ川全域における対策を考慮するべき問題になっていることを指摘し

た。ブランタス川においては、火山活動がブランタス川の土砂生産に及ぼす影響、土地利

用の変化が土砂生産量に及ぼす影響に基づく土砂問題が生じている。図‐１は一例として、

同河川流域における土砂問題の構造を端的に示したものである。現在、降雨分布を考慮し

た雨水流出モデル、土砂水理学に基づく土砂移動モデルの構築をめざし、高精度な土砂収

支推定手法を構成中である。 

水不足問題が中心となる河川流域として、アラル海流入河川では塩類集積被害灌漑農地

での水管理の実態調査を行い、流域全般の水需給、水環境、将来動向の評価を行った。表

－１に現時点での塩分集積防止のための具体的な対策案ならびに流域レベルの水管理案を

示した。ユーフラテス川では国際水問題を科学的知見で改善することをめざし、流域国間

の協調について、シンガポールや東京などで、当事国関係者の参加する協議･検討の場を

設けて問題解決を模索している。 

水質問題が中心となる河川

流域を対象として、ガンジス

川支川都市域河川で排水系・

水質実態を調査し、ベトナム

地域の河川で塩水対策、農水･

都市用水開発、水質悪循環に

ついて詳細な実態調査を実施

している。 

 以上の検討の一方で、水管

理のためのツールボックスの

開発準備として、水文事象、

需要、社会経済、インフラ、

地域調整、環境などに関する

手法・指標をもとに、経験・

参照情報を再編して、アジア

の河川流域に適用可能なツー



ルボックスを開発するための準備を始めている。 

 

3.研究実施体制 

・流域横断評価グループ 

① 研究分担グループ長：中村敏一（国土技術政策総合研究所・環境研究官） 

② 研究項目： 

A．外力変動の主因と関連要因との相互関係についての基礎解析 

（A-1）人口の急激な増加に伴う社会構造の変化、土地利用の変遷など外力変

動の要因間の相互の連携関係について基本的な把握を進める。 

（A-2）陸面モデルや降雨予測結果を用いてアジア諸河川の流出量の現状を評

価する。 

C．わが国首都圏河川の政策事例分析とアジア地域における水管理ツールボックス

の開発準備 

（C-1）わが国の水政策とそれがもたらした成果を整理・総括し、首都圏河川

流域が経験した変動外力や社会状況の変化などの把握・整理を行う。 

（C-2）先進的事例について情報を収集・分析し、ツールボックスの構成・骨

格の検討を行う。 

・洪水問題中心の流域グループ 

① 研究分担グループ長：吉谷純一（土木研究所・ユネスコセンター設立推進本部上

席研究員） 

② 研究項目： 

B．流域資料の収集と仮説的水政策シナリオ素案の検討 

（B-1）洪水問題中心の流域を対象 

・長江流域における1954年、1998年の洪水資料、特に治水施設整備、遊

水地の土地利用、土砂堆積、危機管理体制について収集・整理する。 

・メコン河における関連資料の収集を進めながら、流域を構成する国の

水管理体制を考察し、水政策シナリオ素案作成を準備する。 

・チャオプラヤ川流域における第１段階の水政策の提示、ツールボック

ス開発に向けたデータ整理と解析を行う。 

・ブランタス川流域における水管理体制の変遷を明らかにして、流域・

河道の土砂対策の検討を進める。 

・水不足問題中心の流域グループ 

① 研究分担グループ長：中山幹康（東京大学大学院・教授） 

② 研究項目： 

B．水政策シナリオ素案作成のための流域資料の収集 

（B-2）水不足問題中心の流域を対象 

・シルダリア川下流域における水管理、土地・水利用の実態調査を行う



 

と共に、関係各国の水政策を分析し、流域協調の可能性、方向性を検

討する。 

・ユーフラテス川流域を主な対象として、流域国の協調の可能性と、そ

の結果として得られる流域管理計画の方向性を探求する。 

・水質問題中心の流域グループ 

① 研究分担グループ長：滝沢 智（東京大学大学院・助教授） 

② 研究項目： 

B．水政策シナリオ素案作成のための流域資料の収集 

（B-3）水質問題中心の流域を対象 

・ベトナム南部、ホーチミン市およびその近郊を対象に、詳細な地下水

調査と共に、水利用実態、代替水源、処理技術についての資料を収集

する。 

・ガンジス川流域のデリー市・ヤムナ川において、前年度調査資料に基

づいて汚水処理実態の把握と低コストの処理方法とその適用性を検討

する。 
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